
(別紙様式) （Ａ３判横)

令和７年度　学校自己評価システムシート　(埼玉県立久喜工業高等学校）

Ａ ほぼ達成

Ｂ 概ね達成

１ 個に応じた学力と技術の向上を推進する。 Ｃ 変化の兆し

　 授業内容・指導方法の充実を図る。資格取得等を奨励する。 Ｄ 不十分

２ 基本的生活習慣を確立し、規律ある生徒を育成する。
　 欠席、遅刻、早退の減少を図る。服装・頭髪・挨拶の指導を徹底する。 生徒　　　　　　　　３名
３ 一人一人の進路希望を実現する。
   生徒の職業観や勤労観を育成するとともに、進路希望に応じたきめ細やかな指導を行う。 事務局(教職員)　　　　　　　１３名
４ 地域の信頼と期待に応える開かれた学校づくりを推進する。

   中学生やその保護者及び地域に積極的な情報提供を行う。地域行事等へ参加し地域連携を行う。 

学　校　関　係　者　評　価
実施日　　令和８年２月２日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

生きる力と確かな
学力の定着と組織
的な教育力の向上

①「主体的・対話的で深い学び」の授業実
践と授業研究を行い、教員の授業力向上を
図り、生徒に興味・関心を持たせる授業を
実践する。
②ＩＣＴを活用した効果的な授業を展開す
る。

B

自ら挑戦する生徒
の育成

①意欲的に授業に参加する生徒や多くの資
格取得に挑戦する好奇心豊かな生徒を育成
する。

B

規範意識の向上と
主体性の育成

①登下校指導、挨拶指導、巡回指導を年間
１０週以上実施する。
②身だしなみ指導を年間５回以上実施す
る。
③生徒指導部を中心に、丁寧な指導を行
い、生徒の規範意識を高める。

B

個に応じた適切な
支援と組織的な対
応の充実

①スクールカウンセラーや巡回支援員等の
外部教育力を効果的に活用し、個々の生徒
への支援を充実させる。
②特別支援委員会において、生徒情報を把
握するとともに、教職員への必要な情報共
有を図る。

A

有意義な進路活動
の実現と保護者と
の連携強化

①外部で行われる企業との情報交換会等に
積極的に参加し、学年で情報共有を図る。
②保護者と進路に対しての更なる連携強化
のため、ＰＴＡ支部総会や進路研修会等に
おいて、最新の進路情報を提供する。

B

段階的なキャリア
教育の推進

①進路行事であるインターンシップ等を含
めた段階的なキャリア教育をとおして、生
徒の進路意識を高め、個々の進路実現に繋
げる。 A

本校の魅力発信に
伴う効果的な広報
活動

①学校説明会や進学フェア、また本校ＨＰ
やInstagram等のＳＮＳを活用し、本校の
魅力を発信するとともに更なる充実を図
る。 A

地域交流の推進と
充実

①地域機関と積極的に連携・情報共有を図
り、地域イベントや小中学校、児童セン
ター等との交流事業を継続的に行い、地域
の期待に応える活動を実施する。
②学校説明会や体験入学の日時や内容を見
直し、多くの中学生や保護者が参加しやす
い開催方法で実施する。

B

・生徒から授業が楽しいと聞けたの
で、先生方が日頃から丁寧な授業を実
施しているからだと思う。
・個々の学びに寄り添った指導を深め
るためにも、今後ＩＣＴ端末の積極的
な運用を期待している。
・今後も、生徒の可能性を広げる一助
として、資格取得の推進に継続して取
り組むことを期待している。
・久喜工業高校では、自分の興味があ
ることを数多く勉強できるので、授業
も実習も楽しい。

・日頃から、教職員が生徒一人ひとり
に真摯に向き合う姿勢が感じられる。
・遅刻してくる多くの生徒は、夜遅く
まで起きていることが原因であるた
め、生徒に改善策などアドバイスを行
い、生徒自身に自己管理能力を高めさ
せることで遅刻が防げるのではないか
と思う。
・今後も、組織としての結束力をより
一層高めて対応して欲しい。
・部活動や生徒会活動を行うことによ
り、人間力を高めることに繋がると思
うので、今後も頑張って欲しい。

・着実にキャリアプランニング能力が
生徒に育まれていると思う。
・インターンシップを実施したことに
より、生徒の進路意識が高まりにも繋
がり、今後の進路を考える上で良い進
路行事ではないかと思うので、更なる
充実と進化を期待している。
・就職して即戦力とはならず、若者の
離職が増えていることは心配である
が、生徒は伸びる力を持っているので
頑張って欲しい。
・工業高校での経験は、必ず活かされ
るはずなので、努力を続けて欲しい。

・多くの生徒が交通ルールやマナーを
守っているのに「地域から良い学校だ
と評価されている」の回答の割合が高
くないのは、どうしてなのかわからな
い。
・生徒が、母校の中学校に行って本校
のＰＲをすることが必要ではないか。
・ボランティアに関する部活動がない
ため、生徒会等が対外的に活動を行う
ことにより、今以上に地域との繋がり
ができると思う。
・今後は、相乗効果のある関係性を土
台とした体制づくりを期待している。

（８割以上）

出席者　　学校関係者　　　　　　　　８名

（６割以上）

地域の各種イベントや小中学
校、児童センター等との交流
事業を積極的かつ継続的に行
い、地域に根付いた工業高校
として、貢献していくことが
今後も重要である。

問題を抱え支援を必要とする
生徒の把握や、多様化してい
る個々の生徒理解に努める。
更に外部機関との連携を強化
し、教育支援体制の充実を図
る必要がある。

現状と課題 方策の評価指標
年　　度　　評　　価　（　２月　１日　現在）

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえ
て評価を受けた日とする

目指す学校像

達
成
度

年　　　　　　　　　　度　　　　　　　　　　目　　　　　　　　　　標

重点目標

学　　　　　　　　　　校　　　　　　　　　　自　　　　　　　　　　己　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　価

（４割以上）

（４割未満）

「ものづくり」や「体験」を通して「技術」・「学力」を身につけ、地域の信頼と期待に応え社会の変化に対応できる人財を育成す
る学校

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。
※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。

①地域機関と積極的に連携し、地域行事やイベント、小
中学校や児童センター等と効果的な交流が図れたか。
②生徒アンケートにおいて、「地域から良い学校だと評
価されている」と回答する生徒の割合が８０％以上か。

【課題】
工業高校ならではの強みや進路状況等を学校
説明会や各種イベント等で継続的かつ積極的
に発信していく必要がある。地域住民やより
多くの中学生やその保護者に対して、より本
校の魅力が伝わるような内容の充実も重要で
ある。

進路指導部と学年進路担当者
が連携し、計画的かつ系統的
な進路行事を継続する。進路
面談をより丁寧に行うこと
で、生徒の進路意識を高めら
れることから、継続的な生徒
対応が重要である。

【課題】
生徒の進路実現においては、今後も進路指導
の充実を図っていく必要がある。進路指導部
や学年の進路担当を中心に組織的な進路指導
を継続的に実施する。

①進路指導部や学年の進路担当者が中心となり、段階的
かつ組織的なキャリア教育が実施できたか。
①生徒アンケートにおいて、各進路行事の満足度が８
５％以上達成できたか。

①ＨＰの更新が２４３回、アクセス数が１４
万４千回、Instagramのフォロワー数が１，
２００を超えた。
①学校行事等について、取組状況など多くの
画像を投稿することで、効果的に発信するこ
とができた。

ＳＮＳを活用した情報発信は、本
校の魅力や強みを効果的に外部へ
伝える手段の１つであるため、今
後も積極的に最新の学校情報を発
信する必要がある。わかりやすく
伝える工夫も同時に行っていくこ
とが重要である。

①地域や関係機関と積極的に連携し、学科や
部活動、生徒会により地域イベントや出前授
業等を実施した。
②生徒アンケートにおいて、「地域から良い
学校だと評価されている」と回答した生徒の
割合が６６％であった。

①生徒・保護者との対話を図りながら効果
的、有効的に機能した。
①スクールカウンセラーや巡回支援員を活用
し、個に応じた支援を行うことができた。
②教職員研修会を実施し、知識や資質の向上
を図ることができた。

①進路行事は進路指導部や学年進路担当者を
中心に実施され、生徒の進路意識を高めた。
①生徒アンケートにおいて、各進路行事の満
足度は９０％であり、他の進路に関する項目
においても高い割合であった。

次年度への課題と改善策評価項目の達成状況
効果的にＩＣＴを活用した授
業実践を学校全体で取り組
み、生徒が所有するタブレッ
ト端末を更に活用した授業展
開の実践が必要である。

①生徒アンケートにおいて「久喜工高の先生
はわかりやすい授業や、興味・関心を高める
工夫をしている」と回答した生徒が８６％で
あった。
②各教科・学科において、ＩＣＴを活用した
授業を展開した。

意欲的に授業や資格取得に挑
戦する生徒が多いが、主体的
な学びを高めたい生徒もいる
ため、授業展開の見直しや資
格取得推奨を継続的に指導し
ていくことが重要である。

①就職内定率９６．９％、進学合格率９８．
３％を達成することができた。
　　　　　　　　　　　　（１月末現在）
②保護者アンケートにおいて、「久喜工高の
進路指導に対して満足している」と回答した
保護者が９５％であった。

数名の生徒が進路活動等を継
続している。保護者アンケー
トの結果において高い水準に
あるが、最新の進路状況を積
極的かつ効果的にホームペー
ジやメールで発信していくこ
とが重要である。

遅刻を繰り返す生徒数が減少
しないため、組織的な指導を
工夫する必要がある。整容指
導においても、日頃から情報
共有を図りながら指導を丁寧
に行い、再指導対象生徒を減
少させることが必要である。

①生徒アンケートにおいて「私は、授業の内
容に興味・関心がある」と回答した生徒が７
０％であった。

①生徒アンケートにおいて、「久喜工高は遅刻
防止指導に、計画的に取り組んでいる」と回答
した生徒が７１％であった。
②生徒アンケートにおいて、「久喜工高は服
装・頭髪などに、きちんと指導を行っている」
と回答した生徒が９１％であった。
③生徒指導部を中心に組織的に対応したが、
指導件数は増加した。

3

4

【現状】
多くの生徒が、基本的生活習慣が身に付いて
おり、落ち着いた学校生活を送っている。日
頃から継続的な挨拶指導や身だしなみ指導等
により、問題行動も減少しつつある。

①生徒アンケートにおいて、「久喜工高は遅刻防止指導
に、計画的に取り組んでいる」と回答する生徒の割合が
８０％以上か。
②生徒アンケートにおいて、「久喜工高は服装・頭髪な
どに、きちんと指導を行っている」と回答する生徒の割
合が９０％以上か。
③生徒指導部や学年生徒指導担当による、組織的な対応
により、指導件数が減少できたか。

1

2

①本年度においても、就職率・進学率ともに１００％を
達成できたか。
②保護者アンケートにおいて、保護者の進路情報提供に
対する満足度が８５％以上達成できたか。

【現状】
段階的な進路指導が行われているため、就職
率・進学率１００％を継続している。多くの
生徒が、進路に対して高い意識を持ってお
り、希望した進路に決定している。

【現状】
生徒募集に関しては、募集人員に満たしてい
ない現状が続いている。学校説明会や進学
フェア、学校ＨＰやInstagram等で本校の強
みを外部に発信している。

【現状】
意欲的に授業を受けている生徒が多く、教員
も授業改善を重ねている。基礎基本を重視す
るとともに、専門知識の定着や高度な技術の
取得にも力を入れている。

【課題】
遅刻を繰り返す生徒が増加しており、効果的
な指導が必要である。生徒に規範意識を育む
指導を更に学校全体で取り組む必要がある。

【課題】
生徒の更なる学習意欲を高めるため、教員の
ＩＣＴ活用を含めた授業力向上が必要であ
る。資格取得等においても、多くの生徒が積
極的に挑戦できる機会を増やすことが重要で
ある。

①ＨＰの更新回数およびアクセス回数、またInstagram
のフォロワー数が前年度より増加したか。
①多くの方々にわかりやすく、効果的な内容であった
か。

①生徒アンケートにおいて、「久喜工高の先生はわかり
やすい授業の実施や、興味・関心を高める工夫をしてい
る」と回答する生徒の割合が９０％以上か。
②各教科において、ＩＣＴを効果的に活用できたか。

①生徒アンケートにおいて、「私は、授業の内容に興
味・関心がある」と回答する生徒の割合が８０%以上
か。

①特別支援委員会が効果的かつ有効的に機能したか。
①スクールカウンセラーや巡回支援員を有効的に活用
し、個に応じた支援が適切に実施できたか。
②教職員研修会を実施し、知識の向上が図れたか。


